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は じめに
鉄 は,他 の金 属には見 られない堅 さと靱性 を持 ってい ることか ら,古 代 国家成立
と深 く関わ ってきた。 したがって,我 が国の古代鉄生産の歴史 を考 える うえで,中
国大陸や朝鮮 半島の製鉄技術史の理解 が不 可欠 であることは言 うまで もない。我が
国では,弥 生時代 に鉄器や鉄素材 が中国大 陸や朝鮮半島か ら持 ち込まれ,古 墳時代
には,製 鉄技術 の移入 によ り列島内で も鉄生産 が開始 され る。その後,列 島内で独
自の技術発展 を成 し遂 げたかに も見受 け られ るが,当 時の国家体制いわゆる律令体
制 の導入 と密接 な関係 にあると考え られる ことか ら,東 アジア全体の流れ の中で鉄
生産 の様相 を検討す る必要がある。
ここでのテーマは,7世 紀か ら9世 紀を中心 とした東 アジア鉄生産技術交流の解
明であるが,中 国大 陸及び朝鮮 半島における当該時期の事情が必ず しも明確で はな
い。 したが って,そ の前後 における鉄 生産 の様相 を概観 し,併 せ て我 が国の鉄生産
の実情 を見てい くこ とで,東 アジアにお ける鉄生産技術交流の様相 を浮彫 に したい。
1.東 ア ジアにおける鉄及び鉄生産研 究の概要
(1)中 国大陸における鉄生産
東 アジアの最 古の鉄器 は,中 国の殷 ・周代 にみ られ,河 北省台西村 の殷 中期 の墳
墓 か ら出土 した青銅製 の鉞 の刃部 に鉄 が使用 された鉄刃銅鉞で ある。 これは分析 の
結果,ニ ッケル を含 有す る隕鉄で あ り(1),同 様 な例は,北 京市劉家河村出土の殷代
の鉄刃銅鉞 ・河 南省衛輝府 出土の周初 の鉄援銅戈 ・鉄刃銅鉞 などがある(2)。
人工鉄が確認 され るのは,現 在 の ところ紀元前5,6世 紀 の春秋末 か ら戦国早期
に限 られ る。江蘇省 程橋鎭1号 墓 ・2号 墓 では(3),前 者 か ら白銑鉄の鉄塊1個,後
者 か ら海綿鉄鍛造 の鉄棒1条 が出土 してお り,銑 鉄 と錬鉄 両者が存在す る。 しか し
この時代 の鉄器 は,鋳 造製 の農 具 ・工具が主流 であ り,鍛 造製の ものはごくわずか
である。それは錬鉄 を硬化 させ る浸炭 技術 がなかった ことに起因す る。
中国大 陸で製鉄遺跡 が確認 され るの は,戦 国時代晩期 の河南省酒店製鉄遺跡(4.5)
が初見で ある。 前述 したよ うに春秋末 には鉄器 が存在 していることか ら,さ らに鉄
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生産 の開始 時期 が遡 ることを示唆 してい る。漢代 には鉄官が置 かれ,そ の管理 の下
で大規模 な鉄 生産 が行われ る。紀元前5世 紀 には焼 き鈍 し技術 による可鍛鋳鉄 が生
産 され,紀 元前3世 紀 には棒状及び板状 の鋳鉄脱炭鋼製 品が大量に作 られ る。また,
紀元前1世 紀 には鉱石粉や鍛造薄片 とともに酸素 を直接送 り込み脱炭す る炒鋼法 が
開発 され る。河南省古榮鎮製鉄遺跡(6)や鞏県鉄生溝(7)などが代表的 な遺跡 であ る。
隋 ・唐 時代及 び宋代の製 鉄遺跡 は,20遺 跡 ほ ど報告例があるが,明 確 な炉跡 な ど
の詳細 は不 明である。 この時期 にお ける製鉄技術 の特徴 は,大 型鋳造 品を生産 した
ことと石炭 を使用 した ことがあげ られ る。前者 の例 としては,953年 に製作 され た
河 北省滄州 鉄獅子が中国最大 の鼠銑鉄鋳 造品 として有名 である(8)。また,嘉 祐6年
(1061)銘 を持つ河北省 当陽鉄塔 などがあ り(9),仏 教 の影響下で様 々な鉄製仏具 が
生産 され る。 これ らの鋳造品は,珪 素の含有量が増加す る傾 向が指摘 され る反面,
送風技術 の発 展等 によ り,さ らに高温状態での操業 が可能 になった。後者について
は,12・13世 紀 とされ る鉄製 品の分析結果か ら硫黄 が増加す ることが指摘 されてお
り,石 炭燃料使用 がその原因である とされ る。石炭 が製鉄燃料 として使用開始 され
る時期 につ いては,宋 代 には確 実であ り,こ の背景 には木炭の高騰 がある とされて
い る。『宋史』 によれば,983年,鄙 陽一帯 で木炭1称(約9Kg)13文 であった も
のが,1012年 には1称200文 に高騰 した記事 がある。また,北 魏 の躑道元が著 した
『水経 注』 に 「人,此 の山の石炭 を とりて,此 の 山の鉄 を冶す」 とあ り,さ らに,
唐 ・宋代 とされ る江蘇省徐州利 国駅製鉄遺跡か ら炭 坑跡 が発見 されている。 この よ
うな ことか ら,韓 汝竕 は,唐 ・宋代 か ら石炭が使 用 され た と考 えている(lo)。
中国大陸 にお ける製鉄遺跡の研 究は,1956年 に楊寛が著 した 『中国古代冶鉄技術
的発 明和発 展』が草分 けであろ う(ll)。同書 は文献資料 に基づ く研 究が主な内容 とな
ってい るものの,冶 金技術の発達史 として体系的 に検討 がなされてい る。1982年,
揚寛は瓦房 庄製鉄遺跡や鞏県鉄生溝遺跡 な どの資料を加 え前掲載書の改訂版 とも言
うべ き 『中国古代冶鉄技術発展史』を著 し(12),中 国の製鉄遺跡の研 究の礎 を築いた
と言 って よい。
1970年 代 以降は,現 在の河南省文物研究所 と北京鋼鉄学院(現 北京科技大学)と
の共 同研 究が活発にな り,1978年,北 京鋼鉄学院 か ら 『中国古代冶金』が出版 され
る(13)。その特徴 は,鉄 生産技術 のみ な らず非鉄金属 の技術史に も及 んでいるこ とと,
化学分析 デー ターが掲載 されてい ることである。その後,こ の研究 は,1986年 に論
文集で ある 『中国冶金史』に集約 され る(14)。その後,過 去の発掘資料が再検討 され
るな ど(15),考 古学的研究 に加 えて 自然科学的 な検討が加 え られ,飛 躍的な成果 をあ
げてい る。
我が国で は潮見浩が早 くか ら中国製鉄遺跡 の研究 に着手 し,1982年 に 『東 アジア
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初 期 鉄 器 文化 』 を著 して い る(16)。ま た,川 越 哲 史,橋 口達 也,東 潮,村 上 恭 通 ら も
日本 列 島 に お け る初 期 鉄器 の流 通 とい う観 点 か ら,広 く東 ア ジ ア の鉄 器 文化 に っ い
て 解 析 して い る(17)～(23)。さ らに,大 澤 正 己 は,日 本 列 島 の み な らず 中 国 大 陸や 朝 鮮
半 島 か ら出 土 した 鉄器 の金 属 学 的 分 析 を行 い,東 ア ジア に お け る鉄 生 産技 術 を検 証
して い る こ とは,新 た な視 点 か らの ア プ ロー チ と して看 過 で き な い研 究 で あ る(24)。
(2)韓 国における鉄 生産
韓国にお ける製鉄遺跡研究 は,1989年 の慶州市隍城洞遺跡 の発掘調査 が契機 とな
り,急 速 に進展 しつつ ある。角 田徳 幸は,韓 国における調査成果 と自らの調査 を踏
まえ,「韓国における製鉄遺跡研究 の現状 と課題」と題 した論考を著 してい るこ とか
ら(25),詳 細は,そ れ に委ね ることとす るが,同 論考 に基づき概要 を次に記す。
韓 国にお ける鉄器 の使用開始 は,紀 元前3世 紀頃に中国東北部か ら搬入 された鋳
造鉄器が初見である。鉄器の生産 は,紀 元前2世 紀後 半 とされ る莱城遺跡か ら鍛 冶
関連 の以降 と遺物 が確認 されている。 しか し,こ の遺跡で は,焼 土や鉄板な どが検
出 されてい るものの,鉄 滓や羽 口な どが未検出であることか ら,鉄 板 を加熱 し,鏨
切 り程度 の簡 単な作業が行われ た と考 えられている。本格 的な鍛冶遺構 が確認 でき
るのは,原 三国時代で,京 畿道馬場里遺跡 か ら羽 口様の送風 口付 き土製 品や鉄滓 が
出土 し,慶 尚南道茶戸里遺跡 か ら鉄鎚が出土 してい ることか ら,鍛 接や炭素量調整
な どの鍛 冶技術 が確立 した と見 られてい る。
製鉄の開始は,現 在 のところ3世 紀末
とされ る忠清 北道 石帳里遺跡(26)がもっ
とも古い。製鉄炉の他 にも鉄鉱石の焙焼
施設,鋳 鉄溶解炉,鍛 冶炉が発見 され て
お り,大 規模 かっ一貫 した生産が開始 さ
れていたこ とが判明 している。6世 紀前
半か ら7世 紀前半にか けて操業 された慶
尚南道沙村遺跡か らは,製 鉄炉や送風管
な どが発見 されてお り,我 が国の製鉄遺
跡 を考 える上で極 めて重要な意味を持つ。
砂鉄製錬が確認 され るのは,現 在の とこ
ろ16～17世 紀 とされる光州広域市金谷
洞遺跡が初現である。ちなみに,三 国時
代の始発原料 は,鉄 鉱石 を粉砕 し粒状に
して使用 され る。 図1原 三 国 ・三 国 時 代 の 製 鉄 遺 跡(25)
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表1韓 国 の 製 鉄 遺 跡(角 田徳 幸2006か ら一 部 転載(25))
Ns 遺跡名 所在地 時期 Ns 遺跡名 所在地 時期
1 莱城遺跡 葦 山広域市 B.C2世 紀 後 半 12 石帳里遺跡 忠清北道鎮川郡
3C末 ～5C初
z 楽民洞貝塚 釜 山広域市 原三国 13 馬場里遺跡 京畿道加 平郡 原三国
3 城山貝塚 慶 尚南道馬 山市 原三国 14 梨谷里遺跡 京畿道加 平郡 原三国
4 固城貝塚 慶 尚南道固城郡 原三 国 15 大心里遺跡 京畿道楊平郡 原三国
5 沙村遺跡 慶 尚南道密洋市 6C前 ～7C前 16 大成里遺跡 京畿道加平郡 原三国
6 勿禁遺跡 慶 尚南道梁山市 5^一8C 17 淵 陽里遺跡 京畿道驪州郡 3C中 ～4C初
7 鳳凰臺遺跡 慶 尚南道金海市 6C以 降 18 漢沙里遺跡 京畿道河南市 三国
8 平川遺跡 蔚山広域市凡西面 19 旗 安里遺跡 京畿道華城市 3C前 半
9 隍城洞遺跡 慶 尚北道慶州市 1～2C,3～4C zo 長安 里遺跡 京畿道華城市 5C前 後
10 鶏林南便遺跡 慶 尚北道慶州市 21 安仁 里遺跡 江原道江陵市 原三国
11 瓦村遺跡 慶 尚北道慶山市 6C代 原三国 ・三 国時代の遺跡(番 号は第1図 に同じ)
(3)日 本 列島における鉄生産
我が国での鉄器 の出土は,福 岡県曲 り田遺跡 出土の板状鉄斧(27)や熊本県斉藤 山遺
跡か ら出土 した鉄斧 の刃部(28)が初現である。稲作開始時期 と同時期で あ り,そ の流
入経路 も稲 作 と同様 に江南か ら山東半 島へ,そ して朝鮮西南部地域 を経て 日本列 島
にもた らされた と考 え られてい る。 しか し,我 が国に搬入 された鉄器 には,戦 国時
代 か ら漢代 にか けて中国東北部 ・西北朝鮮が製 作地 と比定 され る二条 凸帯鋳造鉄斧
が出土す ることや,漢 代 とされ る楽浪 土城出土の鉄器 が大澤正己に より金属学的分
析 が行われ,可 鍛鋳鉄 の焼 き鈍 し技術 が存在す ることが明 らかに され ているこ とか
ら,中 国東北部か ら朝鮮 半島を経由す る鉄器や素材 の搬入経路があ ることは,確 実
といえる(29)。
鍛冶 の始 ま りについては,橋 口達也 が弥生前期 に遡 るとい う考 え方 を示 してお り,
鍛冶遺構 の最 も古い もの として,中 期後 半の福 岡県赤井手遺跡 をあげてい る(30)。橋
口の考 えは,東 アジア全 体の鉄生産のなかで矛盾す るものではないが,簡 単な加熱
と鏨切 りの行程 を示す ものを 「鍛冶」 とした ことに問題 が残 る。 因み に 「鍛冶」の
概念は,不 純物 を取 り除き鍛接す るいわゆる 「沸 し」と炭素量 を下 げてい く 「下 げ」
の工程 を繰 り返す こ とに よ り,様 々な鉄器 を製作す る行為 と考えてお り,こ れ ら作
業 に必要 な金鉗や金鎚な どの存在 が前提 とな る。 いずれ に して も,簡 単な加工まで
も 「鍛 冶」 とす るには技術認識 の共有化が必要 と考 える。大澤正己は,こ の よ うな
簡単な加 工作業を 「原始鍛冶」 として 区別 している(31)。現在の ところ確実 な鍛冶遺
構1は,古 墳 時代初頭 とされ る博多遺跡群第59・65次 調査地点(32)が最古 の例で あろ
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また,東 潮は紀元前4世 紀か ら7世 紀 まで を6段 階に分類 し,そ れぞれ の製鉄 ・
鍛 冶技術 の発展段 階を明 らかに している。東が第4段 階 とした時期 は,4世 紀後半
か ら5世 紀前半で,鋳 造鍬(耒)が 流入す るとともに,輸 入素材(鉄 钁)に よる鍛
冶生産が発達する とい う(33)。筆者 もこの時期 に鍛冶技術が確立 した と考 えたい。
製鉄 の開始は,5世 紀初 めに須恵器生産 と同様 に朝鮮半島か ら移入 された と考 え
て いる。 大澤 正己は,福 岡県 閏崎遺跡 出土鉄滓 の分析か ら,製 鉄の開始時期 が5世
紀 中頃 と考 えている(34)。我が国 にお ける須恵器生産が,鉄 生産 と同様 な動 きをす る
こ とか ら,か な り妥 当性 がある と考 え られ る。岡山県大蔵池南遺跡(35)や京都府遠所
遺跡(36)は,6世 紀代に操業 された製 鉄遺跡 である。いずれ も砂鉄 を始発原料 とす る
が,我 が国最 古 と認め られ る総社市千 引カナ クロ谷遺跡(37)では,鉄 鉱石 を始発原料
とす る。鉄鉱石 を始発原料 として操 業 しているのは,山 陽地域 と近畿に多 く見 られ
る。 中国大 陸や朝鮮 半島には,現 在 の ところ,こ の時期の砂鉄製錬 が確認 されてお
らず,課 題 の一つ となっている(38)。8世 紀 には砂鉄製錬が全国に展開す るが,こ れ
らは律令体制 の確立 とともにその経 済的基盤 を支 えた重要 な要素 となる。鋳造技術
は9世 紀 に確立す ると考 えてお り,こ の背景 には,仏 教 の浸透 に伴 う仏具の需要生
産 の必要性 と銑鉄を作 ることのでき る炉の改 良があ ると考 えている。
2.横 ロ付 炭 焼 窯 に つ いて
製 鉄 遺 跡 の技 術交 流 を考 え る とき,看 過 で きな い の が横 口付 炭 焼 窯 で あ る。 横 口
付 炭 焼 窯 とは,窯 体 を丘 陵 の等 高線 と平 行 に築 き,谷 側 に広 い作 業 場 を設 け,そ の
作 業 場 か ら窯 体 に複 数 の横 口を作 る もので あ る(39)。傾 斜 は ほ とん ど無 く,窯 体 が酸
化 炎 で赤 色 を呈す る こ とな どが特 徴 と して あげ られ る。
こ の横 口付 炭焼 窯 の 分布 を 見 る と,日 本 で は 中 国地 方 に多 く分 布 して お り,北 部
九 州,近 畿,北 陸そ して 東 北南 部 に も散 見 で き る。 中 国地方 で は6世 紀後 半 か ら7
世 紀 代 の もの が殆 どで,他 の 形 状 の炭 焼 窯 が存 在 しな い。北 陸 と東 北 南部 の それ は,
い ず れ も9世 紀 代 の もの で あ り,横 口の数 も少 な くな る。 なお,9世 紀代 の横 口付
炭 窯 は,中 国 地 方 との系 譜 が認 め られ ない こ とか ら,課 題 の一 つ とな って い る(40)。
韓 国 で は,近 年 の調 査 に よ り16遺 跡 で60基 余 りが確認 され てい る(41)。年 代 も4
世 紀 か ら5世 紀 を 中心 に 展 開 し,我 が 国の 同型 式 の炭 窯 に 強い 影 響 を与 えた こ とが
肯 け る。 安 間拓 巳 は 「横 口付 炭 窯 は 日本 国 内 に は朝 鮮 半 島 か ら本格 的 な製 鉄 技 術 と
と も に伝 え られ,そ の初 期 の製 鉄 技 術 を直接,あ るい は 間接 的 に受 け入 れ た 地 域 で
使 用 され た 」 と し(42),筆 者 も同様 に 考 えてい る。
た だ し,現 在 の とこ ろ中 国大 陸 で は炭 焼 窯 が未 だ発 見 され てい な い(43)。漢代 の製
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鉄遺跡を実見 した ときに,木 炭 の痕跡 を炉壁や鉄滓 に確認 してい ることか ら,木 炭
を使用 していることは間違 いな く,そ の窯の形状 が判明すれば,製 鉄技術の系譜 に
大 き く寄与す ることは確 実である。
図2横 ロ式炭窯の分布
3.日 本律令体制下 における鉄 生産
日本列 島における製鉄炉 を表2で 概観す る と(44),い くつかの画期 と特徴 を指摘 で
きる。
西 日本 では箱形炉が多 く,東 日本では竪形炉が多い傾 向が見て取れ る。 また,関
東 地方 を除けば,9世 紀初頭 まで箱形炉に よる操業が行 われ,そ れ以降は竪形炉に
推移 してい く。箱形炉は,除 湿機能 としての地 下構造 を作 り,そ の形 状が西洋のバ
ス タブに似ていることに由来す るが,上 部構 造につ いては,必 ず しも方形 ではない
場合 も考 え られる。 中国大陸の古榮 鎮製鉄遺跡,鞏 県鉄生溝製鉄遺跡では,円 形 と
長方形 の炉が確認 されてい る。 また,朝 鮮半島における箱形炉の出現は,今 の とこ
ろ14世 紀の ものが最古であ り,す ぐには列島 との系譜がた どれ ない。現時点で確認
できる最古 の炉は,前 述 の6世 紀半 ばと考 え られている総社市千引カナ クロ谷遺跡
の炉 で,箱 形炉 による鉱石製錬 である。我 が国の初現期 の炉が箱形であるが,製 鉄
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とい う高度な技術 が独 自に確 立 した とは理解 しがたい。近い将来,朝 鮮半島か ら日
本列 島に伝 えられ た製鉄炉が発見 され,そ の関係が明 らかに され るもの と思われ る。
(1)受 容期
6世 紀か ら7世 紀 にか けての始発原料 は,鉄 鉱石が圧倒 的に多 く,九 州 と近畿地
方 に多 く分布す る。 この ことは,中 国及び韓 国にお ける製鉄始発原料 も鉄鉱石 が使
用 されてい ることや,列 島内の他地域での鉄 生産 が本格化す る以前であ ることなど
を考慮す ると,中 国 あるいは韓 国か らの直接 的技術流入の実態 を見て取 るこ とがで
きる。645年 に班 田収受法が施行 され,口 分 田開墾 に係 る多量 の鉄需要が考 え られ
るが,製 鉄遺跡が全国に波及 していない ことを考慮すれば,班 田収受の制度 もまた
全国的な広 が りが無かった もの と考 え られ る。
(2)普 及期
次に,7世 紀末 に入 ると,全 国規模 で鉄 生産 が展開 され る。 関東 地方 を除 けば9
世紀初頭 まで箱形炉に よる操業であ る。701年 には,本 格的 な律令 である大宝律令
が施行 され る。743年 には永年私財 法が施行 され,律 令体制 の基盤 を揺 るがす よ う
な事態 も発生す るが,墾 田地系荘園が存続す る9世 紀 中頃まで は製鉄遺跡の普及 時
期 とみ て よい。
また,こ の 時期 の鉄 生産 体 制 を支 え た
の は,郡 衙 と考 えて い る。 製 鉄用 炭窯 の
作 り方 にそ れ ぞれ の地 域 の特徴 が ある こ
と,山 林 原 野 の領 有形 態 に須 恵器 生産 と
の競 合 を避 ける現象 が見 られ るこ とな ど
か ら,一 定 の規 制 に従 い生 産 され た と考
え る(45)。お そ らく,郡 の徭丁 の うち 「採
松 丁 」や 「炭焼 丁 」 な どが 中心 とな っ た
と考 え られ る。 図3鉄 生産体制のイメージ
(3)地 域化の進行期
9世 紀 に入 ると東 日本 を中心に,竪 形炉 を中心 とした操業が活発化す るとともに,
鋳造技術が普及す る。 竪形炉は,炉 床 下部 に木炭を充填す る箱形炉 に似た構造 を継
承 してい るものや地山を直接掘 り窪めた ものな ど多様 な形態 を示す。 この ことは,
始発原料で ある砂鉄 の品質の善 し悪 しに左右 されず,ひ たす ら操業効率 を追求 した
結果 と考 え られる。 また,鋳 造技術 が普及す るのは,そ の鋳型 の多 くが香炉 の獣脚
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で あ り,梵 鐘 で あ る こ とを考 え れ ば,仏 教 の 定 着 に深 く関 わ って い る と言 え る。 こ
の 時期 は,寄 進 地 系 荘 園 を 中心 と した社 会 で あ り,荘 官 に よ る直接 経 営 に よ る生産
体 制 が地 域 化 の進 行 を促 進 した もの と見 る こ とが で き る。
表2日 本古代の製鉄遺跡編 年
地域 西 日 本 東 日 本
中国 ・四国 中 部 東 北 備 考
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おわ りに
以上,中 国大 陸,朝 鮮半島そ して 日本列島の製鉄技術の変遷 を概観 した。課題で
ある7世 紀か ら9世 紀 を中心 とした東 アジア鉄生産技術交流の解 明は,不 十分 と言
わ ざるを得 ないが,そ の輪郭 を明 らかにで きた と考 えてい る。 つま り,
(1)日 本 の製鉄技術の うち本格的 な鍛冶技術は,4世 紀後半か ら5世 紀前半 頃に
朝鮮 半島か ら輸入 された素材 をも とに確立 した と考 えられ ること。
(2)鉄 生産は,閏 崎遺跡の鉄滓分析 か ら5世 紀中頃 に開始 され た と考 えられ,初
現期の製鉄遺跡で は,始 発原料 に砂鉄以外に鉄鉱石が多 く見 られ ることか ら,
中国や 朝鮮 半島か らの技術移入 があった ことは否定で きない こと。
(3)7世 紀末 か ら日本列島では,ほ ぼ全国で製鉄 が開始 され,8世 紀 には盛行期
を迎 える。製鉄炉 の形状 も箱形炉 が主流であ るが,関 東地方 では竪形炉 が普及
す る。朝鮮半島にお ける箱形炉 の出現 は,今 の ところ14世 紀 のものが最古 であ
り,列 島 との系譜 はた どれ ない。 このこ とは,鉄 鉱石な どの原料 を還元 して鉄
を得 るとい う基本的 な技術 をべ 一スに しなが らも,砂 鉄 を始発原料 とす る独 自
の製鉄 技術 が確立 した と考 え られ るこ と。
(4)さ らに,9世 紀か らは,砂 鉄 を始発原料 とした鋳造が開始 され る。 中国大陸
と異な る点は,燃 料 に木炭 を使用 しつづ けた ことで,そ の背景 には山林原野 の
領有形 態に一 定の 自己規制 が働 き,計 画的な鉄生産が行われた と考 えられ るこ
となどであ る。
東 アジアにおけ る鉄生産技術 の研 究 は,緒 についたばか りと言 える。 とりわ け,
7世 紀か ら9世 紀の鉄生産のあ り方 は,日 本での研究が進んでい るものの,韓 国や
中国では,詳 細が不 明である。鉄 は,冒 頭 に述べたよ うに,古 代 国家形成に大 きな
影響 を及ぼ したばか りでなく,都 城 造営や律令体制 の維持 など,当 時の経済的基盤
を支 えた ものであ り,古 代史の解 明に欠 かせ ない研究素材で あると言 える。 いずれ
に して も,古 代東 アジア社会の解 明のために,東 アジアの研究者 による情報の共有
化 とさ らな る共同研究 が肝要であろ う。
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図4中 国大 陸における鉄 と製鉄遺跡






図5韓 国 製 鉄 炉 の 変 遷(角 田2006)(25)
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